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「
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
（
ヒ
ー
ブ
）

講
座
」
（
益
子
香
寿
美
・
学

生
代
表
∥
商
３
）
の
第
５
回

講
座
「
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京
に

つ
い
て
」
が
５
月
２６
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
８０
人
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
た
。
講
師

は
㈱
キ
ッ
ズ
シ
テ

ィ
ー
ジ
ャ
パ
ン

「
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東

京
」
事
業
部
管
理

本
部
副
本
部
長
の

井
上
義
設
さ
ん

（
平
８
経
営
）。

中
米
メ
キ
シ
コ

発
の
キ
ッ
ザ
ニ
ア

は
、
３
歳
か
ら
１５

歳
ま
で
を
対
象

に
、
こ
ど
も
た
ち

が
さ
ま
ざ
ま
な
仕

事
に
就
き
、
社
会

や
経
済
の
仕
組
み

を
学
ぶ
体
験
型
テ

ー
マ
パ
ー
ク
。
２

０
０
６
年
に
東
京

・
豊
洲
に
日
本
第

１
号
が
誕
生
。
０８

年
度
年
間
入
場
者
数
は
９１
万

人
を
超
え
、
数
カ
月
後
ま
で

予
約
で
埋
ま
る
人
気
ぶ
り

だ
。
今
春
、
西
宮
市
に
「
第

２
号
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

井
上
さ
ん
は
在
学
中
、
笠

原
伸
一
郎
ゼ
ミ
に
所
属
。
卒

業
後
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な

ど
を
経
て
０５
年
、
キ
ッ
ズ
シ

テ
ィ
ー
ジ
ャ
パ
ン
に
入
社
し

た
。
「
対
象
は
こ
ど
も
だ
が

施
設
や
ユ
ニ
ホ
ー
ム
は
本
物

と
同
じ
。
大
人
と
同
じ
視
点

に
立
た
せ
、
絶
対
に

こ
ど

も
扱
い
〟
を
し
な
い
」
な
ど

キ
ッ
ザ
ニ
ア
の
魅
力
や
特
徴

を
紹
介
。
「
こ
ど
も
の
時
に

就
労
を
体
験
す
る
こ
と
が
、

そ
の
後
の
実
生
活
に
つ
な
が

る
」
と
強
調
し
た
。

講
座
に
は
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
会
員

の
ほ
か
笠
原
ゼ
ミ
生
が
多
数

参
加
、
井
上
さ
ん
の
講
演
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。

Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
講
座

H
o
m
e

E
c
o
n
o
m
i
s
t
s

I
n

B
u
s
i
n
e

s
s

の
略
称
で
、
消
費
者
と
企

業
の
パ
イ
プ
役
。
講
座
で
は
、
活

躍
す
る
著
名
人
を
招
き
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、経
済
、
消
費
・
流
通
、

環
境
な
ど
の
多
彩
な
講
義
を
展

開
。工
場
見
学
・
企
業
訪
問
と
い

っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
実

施
す
る
。
暮
ら
し
の
法
律
、
作

文
、
パ
ソ
コ
ン
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
な
ど
を
学
ぶ
ユ
ニ
ー
ク
な

講
座
も
多
数
開
講
。
実
社
会
で

役
立
つ
実
務
能
力
や
資
質
を
磨

く
。
女
子
学
生
限
定
の
講
座
。

漫
画
も
ア
ニ
メ
も
日
本

の
代
表
的
な
文
化
だ
そ
う

で
、
日
本
国
内
だ
け
で
な

く
海
外
で
も
、
も
て
は
や

さ
れ
て
い
ま
す
。
外
貨
獲

得
に
も
結
構
貢
献
し
て
い

ま
す
。
今
や
、
大
学
に
も

漫
画
文
化
学
科
や

ア
ニ
メ
文
化
学
科

が
設
置
さ
れ
、
大

学
教
育
の
一
翼
を

担
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
に

疑
問
を
投
げ
か
け

る
こ
と
は
、
お
そ

ら
く
大
い
な
る
批

判
を
招
く
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、

学
生
諸
君
の
未
来
の
た
め

に
、
敢
え
て
そ
う
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。

一
例
を
挙
げ
ま
す
。
漫

は
ば
か

画
オ
タ
ク
を
公
言
し
て
憚

ら
な
い
麻
生
太
郎
首
相

が
、
特
に
難
解
で
も
な
い

漢
字
を
一
度
な
ら
ず
読
み

あ
い
き
ょ
う

違
え
る
の
を
、
ご
愛
嬌
で

済
ま
せ
て
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
こ
と
と
漫
画

好
き
と
の
間
に
、
何
ら
か

有
機
的
関
連
を
見
る
の
は

筆
者
だ
け
で
は
な
い
は
ず

で
す
。
漢
字
は
表
意
文
字

で
す
か
ら
、
読
み
方
が
い

い
加
減
で
も
大
体
の
意
味

は
わ
か
り
ま
す
。こ
の「
大

く
せ
も
の

体
の
意
味
」
が
実
は
曲
者

で
、
目
で
見
て
何
と
な
く

わ
か
る
と
い
う
側
面
を
優

先
す
る
と
、
こ
う
い
う
結

果
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
漫
画
も
ア
ニ

メ
も
視
覚
に
訴
え
る
こ
と

に
主
眼
が
置
か
れ
、
論
理

的
思
考
が
特
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
考
え
る
ま

で
も
な
く
、
見
れ
ば
わ
か

る
か
ら
で
す
。
こ
の
わ
か

り
や
す
さ
が
感
情
移
入
の

容
易
さ
の
源
泉
で
す
。
書

物
の
よ
う
に
、
「
行
間
を

読
む
」
と
い
う
思
考
回
路

を
必
要
と
し
な
い
の
で

す
。現

実
の
社
会
は
、
大
学

も
含
め
て
、
「
わ
か
り
や

ま

か

す
さ
」
と
は
程
遠
い
摩
訶

不
思
議
な
社
会
で
す
。
そ

の
社
会
を
生
き
抜
く
た
め

に
は
、
漫
画
や
ア
ニ
メ
の

視
覚
的
な
面
白
さ
を
享
受

す
る
だ
け
で
は
、
片
手
落

ち
で
す
。
「
わ
か
り
や
す

さ
」
か
ら
の
脱
却
、
「
難

し
さ
」
へ
の
挑
戦
が
、
今

諸
君
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

（
学
生
部
）

２
０
０
９
年
度
の
長
期
交

換
留
学
生
（
第
２
期
）
８
人

が
決
ま
り
、
留
学
許
可
書
交

付
式
が
５
月
１２
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。

大
林
守
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
長
か
ら
留
学
許
可
書
と
奨

学
生
採
用
通
知
が
手
渡
さ
れ

た
。
留
学
生
の
氏
名
、
留
学

先
・
期
間
は
以
下
の
通
り
∥

敬
称
略
。

●
英
語
圏

サ
ス
ク
ェ
ハ
ナ
大
学
（
０９
年

６
月
～
２
０
１
０
年
５
月
）

▽
小
谷
一
成
（
経
営
３
）
▽

遠
藤
晋
哉
（
文
３
）

オ
レ
ゴ
ン
大
学
（
０９
年
６
月

～
２
０
１
０
年
３
月
）

▽
西
岡
琢
真
（
経
営
３
）
▽

和
田
舞
香
（
商
３
）
▽
杉
山

紗
友
里
（
文
３
）
▽
大
平
哲

也
（
文
３
）

●
ス
ペ
イ
ン
語
圏

バ
ル
セ
ロ
ナ
大
学
（
０９
年
６

月
～
２
０
１
０
年
５
月
）

▽
田
畑
利
洋
（
経
済
４
）
▽

神
蔵
勇
太
（
同
４
）

企
業
で
求
め
ら
れ
る
人
間

関
係
構
築
力
、
決
断
力
、
挑

戦
す
る
心
と
い
っ
た
幅
広
い

人
間
力
を
理
解
し
、
身
に
つ

け
て
も
ら
う
目
的
で
開
講
さ

れ
て
い
る
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
経
営
論
」
（
池
本
正
純
経

営
学
部
教
授
）
で
は
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
経
営
者
た
ち
が
、
体

験
を
も
と
に
経
営
に
必
要
な

知
識
や
セ
ン
ス
を
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
て
く
れ
る
。

５
月
２２
日
に
は
、
セ
ブ
ン

シ
ー
ズ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

の
創
業
者
・
恩
田
英
久
さ
ん

（
平
４
法
）
と
音
楽
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
・
つ
ん
く

さ
ん

が
対
談
し
、
実
業
家
と
し
て

も
活
躍
す
る
つ
ん
く

さ
ん

が
、
自
ら
の
事
業
を
例
に
経

営
論
を
講
義
し
た
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
経
済
を
テ

ー
マ
に
「
や
さ
し
い
英
語
に

よ
る
経
済
学
講
座
」
開
催
中

（
参
加
無
料
）

第
１
４
０
回
国
際
交
流
特

別
講
演
会
「
や
さ
し
い
英
語

に
よ
る
経
済
学
講
座
」
（
５

回
シ
リ
ー
ズ
）
が
６
月
１３
日

か
ら
始
ま
っ
た
。
テ
ー
マ
は

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
経
済
。

随
時
参
加
可
能
。
２
回
以

降
は
以
下
の
通
り
。

▽
日
時
∥
②
６
月
２０
日
③
同

２７
日
④
７
月
４
日
⑤
同
１１

日
。
１３
時
３０
分
～
１５
時

▽
講
師
∥
ダ
ブ
リ
ン
大
学
ト

リ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
経
済

学
部
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
オ

ト
ゥ
ー
ル
氏
（
専
修
大
学

経
済
学
部
客
員
教
授
）。

▽
場
所
∥
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

８
１
４
号
教
室

留
学
・
国
際
交
流
フ
ェ
ア

第
６
回
「
海
外
留
学
フ
ェ

ア
」
が
６
月
１５
日
か
ら
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

る
。今

年
は
「
留
学
・
国
際
交

流
フ
ェ
ア
」
と
し
て
、
「
帰

国
学
生
に
よ
る
留
学
体
験

談
」
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明

会
」
「
留
学
個
別
相
談
」
の

ほ
か
留
学
生
と
の
交
流
や
意

見
交
換
、
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ

れ
る
。

▽
日
時
∥
６
月
１５
日
（
月
）

～
６
月
２４
日
（
水
）

▽
場
所
∥
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

９
号
館

夏
期
日
本
語
・
日
本
事
情
プ

ロ
グ
ラ
ム

６
月
１９
日
か
ら
米
国
オ
レ

ゴ
ン
大
学
生
ら
２７
人
、
２８
日

か
ら
は
豪
州
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン

大
学
生
１６
人
が
来
日
、
夏
期

日
本
語
・
日
本
事
情
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
開
講
さ
れ
る
。

※
詳
細
、
問
い
合
わ
せ
は
国

際
交
流
事
務
課
ま
で
。

今も昔も学生にとって荷が重いのは

授業で挙手することである。理由とし

ては、「慎ましくあれ」という日本人

的気質や、集団の中でマイノリティー

になることへの恐れなのだろうが、そ

れよりなにより「恥ずかしい」という

感覚が強いのだろう。

だから多くの学生は、挙手を求めら

れた時に気まずげに左右を見回し、講

師と目が合わないようノートの文字を

必死で追うのである。

先日、ある授業でこんなことがあっ

た。講師は事前にネット上で予習内容

を掲載し、授業時間に、学生に手を挙

げて発表するよう求めたところ、やは

り誰も挙手しなかったのだ。しばらく

気まずい空気が流れた後、憤った講師

は授業を早々に切り上げ、教室から出

て行ってしまった。予習の存在を知ら

なかった、あるいは知りながらもやっ

てこなかった学生だけなら自業自得で

ある。しかし中には、やってきたのに

さまざまな理由から手を挙げなかった

学生もいたのだろう。その人たちから

すれば、貴重な学習の機会を奪われた

ことになる。

こうした不平等性をなくす、あるい

は相互にとって有益な授業を行うに

は、どうすればいいのだろうか。私が

思うに、もうこうなったら大学は、学

生の自主性に頼るのをあきらめて、も

っとその意志をダイレクトに反映でき

る授業のシステムを構築すべきではな

いだろうか。大学の授業とは本来最も

そうあるべきものであるにもかかわら

ず、「双方向性」というものがほとんど

なされていない。パソコンはもとよ

り、垂れ流しのメディアと言われてい

るテレビですら、デジタル放送への移

行に伴い、最近ではクイズ番組などに

視聴者が参加できるようにもなってい

る。

それだというのに、教育は数百年前

から形態がほとんど変わらないとは、

まったく嘆かわしい限りである。

「
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
が
変

わ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
、
毎
年
好
評
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ

る
。
受
け
付
け
は
７
月
１
日

か
ら
。
費
用
な
ど
の
詳
細
は

掲
示
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
仕
方
を
学
ぶ
∥
８
月
４
日

（
火
）
・
５
日
（
水
）
〔
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
〕

◆
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
・
グ

ル
ー
プ
∥
９
月
１０
日
（
木
）

～
１２
日
（
土
）
〔
軽
井
沢
セ

ミ
ナ
―
ハ
ウ
ス
〕

◆
よ
り
良
き
自
己
表
現
を

学
ぶ
―
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
∥
９
月
１７
日

（
木
）
・
１８
日
（
金
）
〔
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
〕

●
テ
ィ
ー
ア
ワ
ー

テ
ィ
ー
ア
ワ
ー
「
大
学
生

活
き
ほ
ん
の
き
」
が
４
月
２８

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
た
∥
写
真
。
小
峰
直
史

商
学
部
准
教
授
が
「
レ
ポ
ー

ト
の
書
き
方
」
を
解
説
。

▽
日
時
∥
６
月
２６
日（
金
）

１８
時
４５
分
開
演

▽
会
場
∥
多
摩
市
民
館
大

ホ
ー
ル
（
小
田
急
線
向
ヶ
丘

遊
園
駅
徒
歩
５
分
）

▽
曲
目
∥
リ
ス
ト
「
交
響

詩
」
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

「
交
響
曲

第
５
番
」
な
ど

▽
入
場
無
料

▼ 留学許可書交付式で

「
こ
ど
も
に
就
労
体
験
」で
大
人
気

米サスクェハナ、オレゴン大に６人
スペイン・バルセロナ大に２人

０９年度長期交換留学生（第２期）

（経営４・ジャーナリズム研究会）



「
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京
」の
井
上
義
設
さ
ん
講
演

ＨＥＩＢ講座

平野 達也

▲ キッザニアの魅力を語る井上義設さん

最近の学生は

主体性がない？

専
フ
ィ
ル
・
第
２２
回

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

学
生
相
談
室

●
夏
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
者
募
集

♂

▲

経
営
論
に
つ
い
て
語
る
つ
ん
く

さ
ん
（
右
）
と
卒
業
生
の
恩
田
さ
ん

「難しさ」への挑戦

つんく さんをゲストに
「ベンチャー企業経営論」

音楽プロデューサー

♂

♂♂

（１４）２００９年（平成２１年）６月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４６５号


